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1. はじめに 

近年, 音声を認識する手法が注目され, 身近なとこ

ろでは, ホームアシスタントや携帯の検索機能などに

利用されている. 複数の人が同時に会話している中か

ら, 発話者ごとの特徴を分離する技術はすでに提案さ

れている. しかし, 発話者を推定する人物特定に関し

ては犯罪捜査以外にはあまり用いられていない.[1] 本

稿では, 簡便な人物特定のシステムについて提案す

る. 具体的には, ヒトの聴覚特性を考慮した, メル周波

数ケプストラム係数（MFCC)に対して Support Vector 

Machine(SVM)を用いて音声識別を行った.  

 

2. 実験手法 

図 1は, 本稿で提案するシステムのブロック図である.  

Librosa は, 音楽・オーディオ分析のために用いられる

Pythonのサポートパッケージで, その中のサブモジュー

ルの一つである feature は, MFCC の算出に用いること

ができる[2]. 

機械学習モデルの一種である SVMは, 図 2のように,

データを 2 つのクラスに分類する超平面iを, サポートベ

クターを用いて決定する手法である. 

 

 

 
 

 

3. 実験 

表 1 に実験条件を示す. 被験者 2 人にそれぞれ 4

種類の文章を発話してもらい, その音声データを SVM

の学習に用いた. 推測には学習時とは異なる文章を用

いた.  

 

 
 

 

 

表 1 実験条件 

発話文章

あー

おはようございます

こんにちは

ありがとうございます

推測に用いたデータ お疲れさまでした

学習に用いたデータ

 
 

4. 実験結果 

表 2に実験結果を示す. 今回は, 極めて少ない学習

データで, 正確に音声識別できたことを確認した.  

 

表 2 実験結果 

推測に用いたデータファイル 正解 推測結果

hibiki5.wav 被験者A 被験者A

aoi5.wav 被験者B 被験者B  
 

5. おわりに 

 本稿では, 音声データのMFCCを特徴量として, SVM

を用い, 発話者一人の音声に対する音声識別を行った

結果, 手法が有効であることを確認した. 今後は, 被験

者を増やした状態で, 訓練データの数やパラメータを

調整することで精度の向上を目指す.  
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図 2  SVM を説明する図 

図 1 本システムのブロック図 
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